


























別紙５　事前の提出書類提出時のチェックリスト 

No. 項目名 チェック事項
チェック欄

☑または、選択肢のある項目は、該
当箇所を〇で囲むこと。

1 入札書

・入札説明書、仕様書、契約書（案）を熟読のうえ、その内容を
理解したうえで、入札しているか。（入札書提出後の仕様書等に
ついての不知、不明を理由とした異議申し立ては認めない。） □

2 入札書
・入札書の日付が、事前提出書類の締切日以前となっているか。
・代理人が入札する場合、入札書に記載する日付は、委任状に記
載された日付と同日以降となっているか。

□

3 入札書

・入札書を封入する封筒には氏名、開札日、件名等の必要事項が
記入されているか。
・封をした箇所に入札者の印で封印が押されているか。
・郵送で入札書を提出する場合は二重封筒となっているか。

□

4 入札書・委任状

・件名に間違いはないか。
・記載項目に抜けはないか。
・入札書に記載する入札金額について、入札説明書や、入札書の
注意書きを確認したうえで、正しく記載しているか。

□

5 参考見積書

・経費の内訳が記載されているか。
・単価契約方式については、「一式」ではなく、「単価×予定数
量」の内訳が記載されているか。
※入札説明書で参考見積書の様式が示されている場合は、そのと
おりに記載されているか。

□

6 開札当日
・開札当日は参加するか。（不参加の場合は、No.7-No.11の項目
は7のみ回答）

参加　　・　　不参加

7 開札当日
（開札当日不参加の場合のみ回答）
・１回目の入札で落札に至らなかった場合、２回目は辞退として
取り扱うことを理解しているか。

□

8 開札当日
・開札当日に参加するのは競争加入者本人か、それとも代理人
か。

競争加入者　　・　　代理人

9 開札当日
・開札当日は競争加入者本人または代理人の、各社１名のみしか
会場には入場できないことを理解しているか。また、開札の遅刻
が認められないことも理解しているか 。

□

10 開札当日

・全応札者の入札額が予定価格の範囲内に達しなかった場合、直
ちに再入札を行うことを理解しているか。
・再入札時の金額について、外部と連絡を取って決めることがで
きないことを理解しているか 。

□

11 開札当日

・開札当日には、参加者の名刺、再度入札に備えて印鑑の持参が
必要であること、また、競争加入者以外の代理人が参加する場合
には委任状（事前提出している場合を除く）の持参が必要である
ことを理解しているか。

□

12 落札内訳書
・落札が決定した場合は、「落札内訳書」を速やかに提出しなけ
ればならないことを理解しているか。（作成日付は開札日と同日
とし、落札金額の内訳を記載すること）

□

必ず記載内容をご確認いただき、チェック欄に記入したうえで、他の事前提出書類と合わせて提出してください。

　
                          【確認日】令和　　 年　 　月　 　日

　　　　　　　　　　　　　【会社名】

　　　　　　　　　　　　　【確認者】













仕 様 書 

 

１ 件名   

国立三瓶青少年交流の家 汚水処理施設維持管理業務 

 

２ 履行場所 

  島根県大田市山口町山口１６３８－１２ 

 独立行政法人 国立青少年教育振興機構 国立三瓶青少年交流の家 

 

３ 業務期間 

  令和７年１０月１日～令和１０年９月３０日 

 

４ 汚水処理施設の概要 

（１）形式 

活性汚泥法長時間ばっ気方式 

（２）処理水量 

２０５㎥ （４７０人槽） 

（３）図面 

別紙のとおり 

 

５ 業務内容 

受注者は、浄化槽管理士を派遣し、別紙「汚水処理施設点検項目等一覧」（以下「点検項目等一覧」

という。）のとおり施設の保守点検、機能管理及び水質管理について毎月６回実施し、点検項目等一覧

の「３ 水質管理」のうち「（２）水質検査」について毎月１回実施する。また、余剰汚泥抜取作業に

ついて年５回実施する。異常及び不具合箇所を発見したときは、直ちに発注者に報告し、適切な助言を

行うこと。 

 

６ 管理体制 

（１）受注者は、本業務遂行に当たって良好な環境衛生の維持と保全に努め、労働安全衛生規則、各種関係

法令等に従い業務を遂行するものとする。 

（２）受注者は、業務の指揮監督及び発注者との緊密な連絡調整を図り、業務の確実かつ円滑な履行に務め

るものとする。 

（３）受注者は、作業員の身元、衛生及び規律の維持に努めるものとする。 

（４）作業員の労務災害については、一切受注者の負担とする。 

（５）受注者は、契約締結時までに、緊急時の連絡体制について説明した書類（様式任意）を提出し、発注

者の承認を得なければならない。 

 

７ 検収  

検収については、一日の業務が完了した後、受注者が提出した記録表について発注者、受注者双方が確認

することにより行う。 

ta.murata
テキスト ボックス
【別冊２】




 

８ その他   

（１）受注者は、前年度の受注事業者と打合せの上、令和７年９月２０日までに各業務についての引継ぎを行

うものとし、引継ぎ完了後、引継ぎ完了報告書（様式任意）を書面で発注者に報告しなければならない。 

（２）受注者は、契約の終了が確定したときは、翌年度の受注事業者と打合せの上、引継ぎを行うものとし、

引継ぎ完了後、発注者に書面で報告しなければならない。 

（３）受注者は、業務遂行に当たって借用した鍵の取扱いには十分注意するものとする。 

（４）受注者は、余剰汚泥を引き抜く必要が生じたときは、発注者に連絡すること。 

（５）本仕様書は、業務の大要を示すものであり、本書に記載していない事項であっても現場の状況に応じ、

必要と認められる業務については、受注金額の範囲内で実施するものとする。 

（６）その他仕様書及び業務仕様書に記載のない事項が発生したときは、発注者、受注者双方協議の上、決定

するものとする。 



汚水処理施設点検項目等一覧 

 

 

１ 保守点検 

（１）荒目スクリーン室 

【沈砂池、スクリーン】 

① 沈砂、沈殿物、浮上物等の量と内容の観察 

② 異物の流入確認と流入異物の除去 

③ 金属部の錆状況の確認 

④ バイパス用ゲートの開閉具合の点検 

⑤ スクリーンカスの除去 

⑥ 沈砂の除去 

⑦ スクリーン室内の清掃 

【破砕機（コミニュータ）】 

① 運転音、減速機枠の温度、電流値、回転方向等異常の有無の確認 

② 減速機軸受部へのグリス給油 

③ コミニュータの点検・清掃 

④ コミニュータの分解点検・清掃（年２回） 

【原水ポンプ槽】 

① ポンプが正常に作動することの確認 

② ポンプの音、振動、電流値、吐出量の確認 

③ レベルスイッチのポンプ自動運転の確認 

④ レベルスイッチの点検・清掃 

⑤ ポンプ井内の異物の有無の確認 

⑥ 沈殿物、スカムの発生状況の観察・処理 

 

（２）流量調整槽 

① 散気装置の運転状況の確認 

② 散気装置の目詰まりの清掃 

③ 泡の発生状況の確認 

④ 調整槽異物の有無の確認 

⑤ レベルスイッチを正常に作動させること。 

⑥ 計量ポンプを正常に作動させること。 



⑦ 計量ますを適正な状態に保つこと。 

 

（３）ばっ気槽 

① 散気装置の運転状況の確認 

② 散気装置の目詰まりの清掃 

③ 泡の発生状況の確認 

④ 消泡ノズル閉塞状況の点検 

⑤ ばっ気室内の混合油の30分沈殿率（SV）の測定 

⑥ ばっ気槽混合水の色相、臭気、水温の測定 

⑦ ばっ気時間、水温、溶存酸素（DO）の経時変化の確認 

⑧ ＡＴセンサ（DO計）の洗浄、損傷の有無の確認 

⑨ ＡＴセンサの校正（１か月に１回） 

⑩ ＡＴセンサの部品交換（１年に１回） 

 

（４）沈殿槽 

① 沈殿槽内水流の乱れの確認 

② 越流堰から均等に水が流れていることの確認 

③ エアリフトポンプの音、振動、吐出量の確認 

④ スカムスキーマーが正常に作動していることの確認 

⑤ スカムの発生状況の確認 

⑥ 沈殿槽内異物の有無の確認 

 

（５）消毒室（消毒槽、塩素滅菌器室） 

① 塩素注入量（5～9PPM）が適正であることの確認 

② 残留塩素の測定 

③ 塩素滅菌器の目詰まりの清掃 

④ 消毒薬の補充 

⑤ 消毒室内の沈殿物、浮上物の確認 

⑥ 消毒室内の清掃 

⑦ ３０㎏／月の塩素消毒の実施 

 

（６）消泡ポンプ槽 

① 消泡ポンプが正常に作動することの確認 



② 消泡ポンプの音、振動、電流値、吐出量の確認 

③ ポンプ井内の異物の有無の確認 

 

（７）汚泥濃縮貯留槽 

① 濃縮作業の実施 

② １５．５㎥／月の汚泥調整の実施 

 

（８）ブロアー室 

① ブロアー送風機の回転方向、音、振動、電流値、圧力の確認 

② ブロアー、ギアボックス内のオイル点検、軸受部へのグリス給油 

③ ブロアー、自動切換装置の確認 

④ 空気量の調整 

⑤ Ｖベルトの張り具合及び磨耗の確認 

 

（９）電気制御盤 

① 電源、電圧、各モーター電流値の測定 

② 盤内各機器の変色、熱、臭気、音の有無の確認 

③ 盤内ターミナルの締付部ゆるみの点検 

④ 各制御盤の絶縁抵抗値を適宜測定（計装盤は除く） 

 

２ 機能管理 

活性汚泥を正常に働かせるため、次の事項を確認する。 

（１）気温、水温の測定 

流入水、ばっ気槽混合液、沈殿池処理水、返送汚泥、放流水 

（２）色相、臭気の測定 

流入水、ばっ気槽混合液、沈殿池処理水、返送汚泥、放流水 

（３）ＰＨの測定 

流入水、ばっ気槽混合液、沈殿池処理水、返送汚泥、放流水 

（４）透視度の測定 

流入水、沈殿池処理水、放流水 

（５）残留塩素の測定 

放流水 

 



３ 水質管理 

  水質管理は、（１）の基準値を遵守し、（２）のとおり水質検査を行う。ただし、（１）①のＰＨにつ

いては、別紙記録表に従い行うこと。 

（１）基準値 

① ＰＨ 

  5.8～8.6 

② ＢＯＤ 

  30PPM以下 

③ ＳＳ 

50pPP以下 

④ 大腸菌群数 

 3,000個/ml以下 

 

（２）水質検査 

検 査 項 目 流 入 水 曝気槽汚水 放 流 水 

生物化学的酸素要求量 ＢＯＤ ○ ------- ○ 

化学的酸素要求量 ＣＯＤMn ○ ------- ○ 

浮遊物質量 ＳＳ ○ ------- ○ 

大腸菌群数 ①デソ法 ------- ------- ○ 

全窒素 Ｔ－Ｎ ------- ------- ○ 

リン酸イオン ＰＯ4 ------- ------- ○ 

塩素イオン Ｃℓ ○ ------- ○ 

混合液浮遊物質 ＭＬＳＳ ------- ○ ------- 

    ※（１）において基準値を示していない検査項目については、基準値を設けていない。 

 

（３）放流水出口（大田市山口町徳原の伊佐川上流点付近）の目視点検 

放流水の臭い、濁り、水泡及び汚泥の発生・流出のないことを現地で確認し、記録表に記入するこ

と。 

万一、前記の状況を認めたときは、直ちに発注者に報告し、適切な助言を行うこと。 

 

４ 完了報告 

保守点検、機能管理及び水質管理（ＰＨのみ）ついては、別紙記録表を提出する。また、上記「３ 水質

管理」のうち「（２）水質検査」については、検査結果報告書を提出し、発注者の確認を受けるものとする。 


























